本マニュアルの活用に当たって

平成１９年３月

○　平成１８年６月に「良質な医療を提供する体制の確立を図るための医療法等の一部を改正する法律」（平成１８年法律第８４号）が成立し、平成１９年４月より、病院、診療所、歯科診療所及び助産所（以下、「施設」という）の管理者には「医薬品・医療機器の安全使用、管理体制の整備」のための「医薬品の安全使用のための業務手順書」の作成が義務付けられます。また、薬局の開設者にも同様に、「医薬品の安全使用のための業務手順書」の作成が義務付けられます。

○　本マニュアルは、各薬局において、「医薬品の安全使用のための業務手順書」を作成する上で参考としていただくためのものです。

○　本マニュアルは、医薬品を取り扱う各段階を項目別に示し、それぞれについて基本的な安全対策を「○」で記述しています。また、それぞれの項目について、業務手順書を作成する上で参考となる視点を「・」で併記しています。
○　各薬局では、規模等に応じて実施可能な業務手順書を作成することが期待されています。本マニュアルでは標準的な安全対策を示しています。薬局によっては、本マニュアルに記載された以上の安全対策を必要とする場合もあります。
○　巻末には、「特に安全管理が必要な医薬品（要注意薬）例」を掲載しています。これらは管理上だけでなく、使用に際しても注意が必要と考えられる医薬品の例をまとめたものです。貴薬局において、同様の「医薬品一覧」を作成する上でご活用下さい。
○　医療は日進月歩しています。貴薬局で作成された「医薬品の安全使用のための業務手順書」は、それに見合って適宜改訂されるように心がけて下さい。また業務手順書は医薬品の管理・使用に留まらず、貴薬局職員への教育・研修にも活用できるよう、医療事故防止に有用なものを作成されることを期待しております。
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